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名ベンゼンー1．2一ジカルポン酸ジブチル（試料石K一“5）

式C1‘H2204

　　　　　　　／会＼一co・c嶺，

一式 揩P嚥亀

3繍欝 暑f欝欝辮
　3．1　試験装置及ぴ機器

　　　　　水系環境調節装置　　流水式

　　　　　ガスクロマトグラフ　検出器EeD

　3．2　試験条件

　　3．ユ1　TLm試験

　　　（a）試験魚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　　　　　　ヒメタめ平均体重039　塩化第二水銀合格魚

　　　　　　※田端健二　用水と廃水∠三，／297～／303（！97．Z）

　　　　　　　　　（以下余白次頁に続く）

　（b）分散剤

　　　　ポリオキシエチレン高級脂肪酸グリコールエステル

　　　　　（高級脂肪酸：一リシノール酸水素添加物）

　　　　　第！濃度区　試料　／重量に対し分散剤　2重量使用

　　　　　第2濃度区　試料　／重量に対し分散剤　67重量使用

　（c）試験温度

　　　　25’土．2■O

　＠）結　　果

　　　　¢8T工lm　　31群1胆コ

3ユ2　濃縮度試験

　伝）試験魚

　　　　コイ　平均体重　約359

　　　　　　平均体長　約！！㎝

（b）試験温度

　　　　25’土．2’C

（c）試験濃度

　　　　設定値

　　　　　　　　　　　　　　／　　　　第／濃度区　5×一7δ万P；m（00’PP皿）

　　　　　　　　　　　　　　3※　　　　　第2濃度区　’×　　　ppn（0，0／5聾m）
　　　　　　　　　　　　　！000

　　　※　設定値に対しzk槽濃度の低下が大きいため（予備試

　　　蘇て鯛）分析の検出下働らち卿に讒した・

　　　　　　　　（以下余白次頁に続く）



実測値

表一ノ 濃縮倍率を求めるための平均濃度（ppb）

区　分 ．2w 3W 鼻W 6w 8w

陣ノ濃度区
｛

7．23　　695’　　6．4．2　　6．69　　685’

｝
陵2濃度区

I　　　　l　　　i
i　　　　　　E　　　　　l

9・6M・3i・871

∠33　　！1412

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一・
ユユ3　分析試料の前処理

　　　　　　　一　　　魚「
　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　l・体重測定
　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　l。細かく切り刻む

　　　　　　　　　i・ア卦ニトリル20泌を加え5分間率モジナイズ
　　　　　　　　　ヨ
　　　　　　　　　1・アセトニトリル30諺を加え、撹拌後20分間

　　　　　　　　　［　　　　　　　　　　　　　　　超音波
　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　l・遠心分離（3600G×／0分間）
　　　　　　　　　J

　　　　l　　　　　　　　　　　l
　薩トニトリル胤　　　臓一1

　一丁一｝　　　 ト8。％アセトニトリ嫁，。祀

　　　　1　　　　　　　　　　　　1
　　　　i　　　　　　　　　　　　卜撹拌後　！0分間超音波

　　　　l　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　i　r一」　彗（36θOG×　）
　　　　！　　　　　」　　l　　　　　　　i　へ

　　　　i　　け卦ニトリル曾隊澄
　　　　l　　　　　　　i

　　　　　　　　…
　　　　　　　　1←n一轍γ醐600祀・30多謝2偏
　　　　　　　　1←’n一ヘキサン　／00認
　　　　　　　　ト
　　　　　　　　1・5分間振とう
　　　　　　　　l　　　l以下次頁へ続く）
　　　　　　　　1

　　　　　（前頁より続き）

　　　　　　　　　　　　　⊥一
　　tn一ヘキサン聞　体制
　　　　1　　　　　　　　　　　　　i
　　　　l　　　　l←且一ヘキサン／o偏
　　　　1　　　　．坊間振とう

　　　　i　　産、　醜
　　　　i　　　　　　　l

　　　　L＿＿1　　　　　　1　　　　　　し　　　　　　I
　　　　　　l・ローヘキ・ナン洗滌水で水洗〔∫0諺×2回）

　　　　　　t
　　　　　　！轍轍ナトリウムで蹴

　　　　　　1ヴルミナカラムで列『ンアツブ※

　　　　　　1　　　　ペヒゴラ　　へ
　　　　匝C試料li

※　活性アルミナの調製

　　　　和光純薬工業製（300メツシユ）を使用

　1）　洗浄活性化

　　　　　水洗したのち／多硝酸で中和、洗滌を行いさらに水洗

　　　　後乾燥したものを！70℃で！0時間活性化したも’のに

　　　　／チの水を加えたものを使用した0

　2）　カラムクロマトグラフィー

　　　　　内径／0劔，長さ30㎝のクロマト管にn一ヘキサンで

　　　　59を充てんする0

　3）　溶離液

　　　　　ベンゼン　！0認，20謡，20膨
　　　　　流速　／祀／1置承三

　喫）　3）の溶離液　・20弼冬※20弼誘※※のフラクションを各々

　　　G　eにより分析レそれらを合計して定量した。

　　　　　※※　フラクション記号　イ

　　　　　　繍ブラクシ’ヨン記号　・



32．4 分析条件

　ガスクロマトグラフ（GC）検出器

　　キャリアガス　N2

　　充てん剤OV一！72多クロモソルブW

　　ガラスカラム　2廓φ×2？π

　　カラム温度　230優シ

農　試験結果

表一2 濃　縮　倍　室
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　　　※　魚体中の全濃度がプランク値以下の検出量であったた

　　　　め結果が得られたかった。

よ　その他

　　　水分析，魚体分析の際、コンタミネーションのためブランク

　　値が総検出量に対し相当な割合を占めることあるいはブランク

　　値の方が大きいことから結果の精度に限界が・ある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上




